
第8回
KPU-OHP臨床医薬カンファレンス

京都薬科大学および洛和会音羽病院の両施設が締結した学術包括協定の一環とし
て、相互の教育・研究および医療技術等の一層の進展と地域社会の発展に寄与するこ
とを目的としたカンファレンスです。
医療職員、教職員、および学生の皆様、多くのご参加をお待ちしています。

連絡先：三浦 誠 （洛和会音羽病院） 075-593-6186 miura_m@rakuwa.or.jp
西口 工司（京都薬科大学） 075-595-4627 kohshi@mb.Kyoto-phu.ac.jp

ワーキンググループ：（洛和会音羽病院）齋藤俊子、大森清孝、山口佳世、櫻井登代子、尾濱直子
（京都薬科大学） 加藤伸一、栄田敏之、藤室雅弘、松田久司、安井裕之、矢野義孝

日 時 ： 2018年 7 月 11 日 （水） 18：30 ～ 20：30
会 場 ： 京都薬科大学 愛学ホール（A31講義室、愛学館3F）

テーマ ： 「 エビデンスの利活用 」

18：30 開会あいさつ 京都薬科大学長 後藤直正

18：35 講演（1）
座長 ： 京都薬科大学 細胞生物学分野 教授 藤室 雅弘

「エビデンスの信頼性をより高めるための
データサイエンスとデータ分析」

京都薬科大学 臨床薬学教育研究センター 教授 矢野義孝

19：30 講演（2）
座長 ： 医療法人社団洛和会 洛和会音羽病院 薬剤部 課長 大森 清孝

「エビデンス実践レクチャー! 日常診療で使うクスリと
日常診療に潜むリスク 臨床へのエビデンスの活かし方」
医療法人社団洛和会 洛和会丸太町病院

救急・総合診療科 部長 上田 剛士

20：20 閉会あいさつ 洛和会ヘルスケアシステム 総長 松村理司

（敬称略）


